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今なお“積極性”だけを評価してはいないか？ 

価値観多様化時代の人材育成基本視点 
◇◆◇ 組織ニーズと個々人の意向とが離れて行く情勢下で… ◇◆◇ 

マネジメント 

サポート 

従業員が皆、積極的になってくれたら、どんなに経営

は楽だろうと考えがちかも知れません。ところが、従業

員の積極性は、逆に、経営陣の“悪夢”に化けることも

あります。 

特に組織ニーズと個人の意向の“差”が広がる昨今で

は、単なる積極性指導が組織全体を危険に陥れるケース

さえ起こり得るのです。では、今、人材指導にどう取り

組めばよいのでしょうか。 
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